
2025 年度経済学部編入学選抜 小論文 

問題 

現在の国際的・国内的な社会・経済の情勢や環境問題などを踏まえて、あなたは、日本のエネルギー政策のこれまでを

どのように評価し、これからはどうあるべきだと考えるか。以下の新聞記事も参考にして、600 字以上、800 字以下で論

じよ。 

原発「依存減」削除 ２割目標 建て替え先の要件緩和 エネルギー基本計画改定案 「玄海から川内」想定 
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 経済産業省は１７日、国の中長期的なエネルギー政策の指針となる「エネルギー基本計画」の改定案を有識者会議に

示した。２０１１年の東京電力福島第１原発事故後から掲げてきた「可能な限り原発依存度を低減する」との文言を削

除。リプレース（建て替え）の推進を盛り込み、原発回帰の姿勢を鮮明にした。 

 改定案は、人口減や省エネで減少してきた電力需要が、半導体工場やデータセンターの立地などで増加に転じると想

定。国際的に要請が強まる脱炭素化と安定供給を両立する観点から、再生可能エネルギーと原発を「最大限活用する」

と明記した。 

 温室効果ガスの排出量を５０年までに実質ゼロとする政府目標も踏まえ、４０年度の電源構成の目標は、再エネを４

～５割程度、原子力を２割程度、火力を３～４割程度とした。再エネについて、初めて最大電源と位置付けた一方、現

行計画にある「最優先で取り組む」との表現を削った。原発は現計画の３０年度目標の２０～２２％とほぼ同水準に据

え置いた。 

２３年度の発電実績は火力が約７割を占める一方、再エネは２割超にとどまり、導入ペースが鈍化している。 

 原発の建て替えは、安全対策を強化した「次世代革新炉」に限定するが、同じ電力会社であれば、廃炉にした原発と

別の原発敷地内での建て替えも容認する。政府は、九州電力が廃炉を進める玄海原発１、２号機（佐賀県玄海町）の川

内原発（鹿児島県薩摩川内市）での建て替えなどを想定する。川内原発では３号機の増設計画が事実上凍結されており、

建て替えとして計画が動き出すか注目される。 

原発を巡っては、ロシアのウクライナ侵攻による燃料価格の高騰や電力需要の増加見通しを受け、岸田文雄政権下の

２３年に閣議決定した「ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）基本方針」で「最大限活用する」と方針転換。同

方針では建て替えは廃炉にした原発敷地内に限定していた。要件緩和で事業者の選択肢を広げ、建設中を含む国内３６

基の基数を維持したい考えだ。 

 改定案は月内の有識者会議に諮り、パブリックコメント（意見公募）を経て、来年２月の閣議決定を目指す。 （黒

石規之） 

この問題は著作権の都合により掲載できませんでした。


